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　 1
0月の被災地行きの目的

の一つは、災害救護診療参

加をきっかけに大学の研究

生活から転身、被災地に飛

び込み歯科診療所長となっ

た河瀬聡一朗氏を石巻市雄

勝地区に訪ねることだっ

た。

　高さ 1
8㍍に達したと言わ

れる津波で市街は壊滅、２

５０人近い死者・行方不明

者を出した。被災前４千人

を超えていた人口は仮設住

宅に散るなどして千人程度

にまで激減、今も戻ってい

ない。

　歯科を含めた地域医療の

中心であった雄勝病院は屋

上まで津波に襲われ、多く

の入院患者や職員が亡くな

った。ほかの民間医療機関

も流失したため、雄勝地区

の地域医療は全て失われ

た。医療の空白地帯を脱す

べく、昨年 1
0月に雄勝診療

所が設置されたのに続き、

今年６月に開院した歯科診

療所に着任したのが河瀬氏

だった。

　海岸から離れ、次第に高

いところに上っ

ていくと、道の

山側に狭い平地

が点在してい

る。現在利用で

きるまとまった

平地は付近にな

く、各種施設は

このようなこま

切れの狭い敷地

を利用せざるを

得ない。雄勝診

療所と、隣接する歯科診療

所もこのような立地にある。

　松本歯科大学の障害者歯

科講座の講師を務めていた

河瀬氏は、気仙沼、南三陸、

石巻の各地に展開した大学

医療支援チームのリーダー

を務めた。大学チームが撤

退した後も個人での支援を

続けていた彼は今年３月、

石巻市が開設予定の雄勝歯

科診療所長の公募を知る。

「千年に一度の大災害に立

ち会った者として『関わら

ないという選択』はできま

せんでした。ただ、この土地

の皆さんに受け入れていた

だけるか不安でした。私は

よそ者ですし、義歯を外し

た患者さんが土地の言葉で

話すと彼女たちの通訳が必

要なのです」と言って頼り

にしているスタッフに視線

を向けた。 2
0年のブランク

を経て歯科衛生士として復

帰した人や、仮設住宅から

通勤する人などさまざまだ

が雰囲気はとても明るい。

　現在、口腔領域の疾患で

入院を要する患者の受け入

れ可能な施設が、近隣では

仙台にしかないことが不安

要因。「ここから仙台はやは

り気軽な距離ではありませ

ん」とのこと。高台移転につ

いても計画が決定してきて

いるが、復興住宅に入る経

済力が地区の住民全員にあ

るとは限らない。「特に高齢

者の皆さんは仮設を出たら

行くところがないのが現状

です」という。

　震災以来、復興に向かう被災地に何度か足を運び、歯科関係者はもちろん、

ほかの分野の支援活動を行っている方々とも交流を深めてきたが、月日の経

過に伴い被災地への関心がすさまじい速度で風化し、種々の誤解さえも生じ

ている。復興の途半ばにも達しない被災地にとってあまりに厳しい現実であ

る。そのような状況に小さくても一石を投ずるべく、被災地の生の情報を伝

えるため、 W e bでの情報発信、紙媒体への投稿、チャリティー講演会の開

催、各種会合での視察報告などを続けてきた。２０１２年８月から 1
0月にか

けての視察・支援活動を報告し、考察する。
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㊤雄勝歯科診療所㊦ユニットの１台はストレッチャーを導入し、障害者歯科にも対応

している

　今回ご紹介したように歯科を含めた沿岸部

の医療・福祉環境はようやくスタートライン

に立ったばかりだ。とはいえ被災から２年弱

を経た現在、一律の物的支援などで解決でき

る状況にはなく、細やかな情報収集が必要に

なる。

　いくつかのルールさえ守れば、訪問のハー

ドルは低くなった。震災から２年を経ようと

する今、多くの人が被災地を実体験すること

が支援環境の整備につながり、長期的な復興

の歩みを進めることになるだろう。

　８月の中旬に岩手県北部

から宮城県南三陸町までの

三陸沿岸を縦走し、多くの

情報を得た。この地域では

数多くの支援団体が活動し

ているが、筆者は宮城県気

仙沼市を主な活動エリアと

するある N P Oと以前より

行動を共にしており、この

折には仮設住宅（以下『仮

設』）の現状把握に協力をお

願いした。仙台に本部を置

き、地元住民もメンバーで

あるこの N P Oは、活動資

金を民間の寄付に頼ってお

り慢性的な資金不足に悩ま

されているという。

　「仮設」とひと言で言われ

るが、これまで視察、聞き取

り調査してきた 3
0カ所以上

の実態は、「同じ『仮設』とい

っても、一つとして等しい

条件のところはない」と断

言できる。断熱・防音機能は

やや不十分でも、木造で一

般住宅に比較的近い作りの

仮設もあれば、スチールと

合成樹脂のプレハブが文字

通り「長屋」形式に並んでい

るところもある。居住性に

大きな差があるのは想像に

かたくない。

　また、大都市の平野部で

は１５００世帯に達する

「仮設団地」も存在するが、

私が実際に訪れたうちで一

番小規模だったものは、わ

ずか２棟、 1
3世帯であった。

　大規模仮設はそれ自体完

結したコミュニティーを形

成でき、公的な医療施設が

隣接して開設されている例

もあり、各種の支援も比較

的入りやすい。それに対し

三陸沿岸の町村は、もとも

と海沿いの限られた平地に

住民の大部分が居住してい

たため、今回の津波で壊滅

し、用地の確保が非常に困

難となり、狭い谷間や山沿

いに小規模な仮設集落が点

在する状況を招いた。交通

の便も悪く、限られた支援

活動しか望めないのが実情

だ。

　例えば、今回視察した気

仙沼市営テニスコートの敷

地に造られた仮設は急坂を

登った山あいにあり、一番

近いバス停まで 1㌔近くの

距離がある、交通の便が非

常に悪いところだ。 5
5世帯

のうち 3
6世帯が一人暮ら

し、 1
2人が介助を必要とす

るといわれる。公共交通機

関はなく、市立病院までタ

クシーで往復すると５千円

かかり、 2
0世帯は自家用車

を所有していない（２０１

２年８月当時）。

　この仮設の自治会長は

「病院通いだけでなく、日常

の買い物などにも大きな不

便がある」というが、移動支

援には予算、人材に限界が

あり、一人暮らしの高齢者

の「引きこもり」問題や、一

部の入居者のアルコール依

存問題などが生じている。

支援をする人が被災者であ

るケースもまた多く、同じ

ような境遇にある被災者が

ほかの被災者を支援する、

いわば「災・災支援」の状態

が続き、支援する側もされ

る側も疲弊の色は濃い。こ

のような状況にある仮設住

宅はほかの沿岸自治体にも

存在している。

　 1
0月の被災地入りには当

院の歯科衛生士の野口も伴

っていた。宮城県石巻市の

１歳児健康相談に参加させ

ていただくためだ。スタッ

フの厚意により口腔内所見

の確認、そして私と野口で

簡単な講話をさせていただ

く。その時、地元の K歯科衛

生士が筆者に語った言葉が

気になった。「私のほかにも

何人かの歯科衛生士で乳幼

児健診を担当しています

が、『むし歯が全くない子

供』と『口腔内が崩壊してい

る子供』が、震災前よりもく

っきりと分かれてきている

のを皆が感じています」と

いう。

　 1
1月３日付の毎日新聞の

報道では、震災後に石巻市

の子供たちの成長ペースに

異常が見られた小学校があ

ることが、日本成長学会の

調査で示されたという。学

会は「生活環境の変化によ

る心理的ストレスから、食

欲不振、または過食となっ

ている可能性がある」と見

ている。

　同学会副理事長の佐藤亨
こう

至
し

氏（矯正専門医）が石巻市

など県北部の４小学校で、

震災前（ 1
0年４月からの１

年間）と震災後（ 1
1年５月か

らの１年間）の身長と体重

の増え方を比べた。それに

よると、同市内の小学校１

校では、震災時３～４年生

だった女児 9
7人の１年間の

体重の増加量が、震災前は

県平均を 3
2％上回っていた

のに、震災後は５％下回っ

ていた。身長の増加量も、震

災前は県平均を 1
0％上回っ

たが、震災後は８％下回る

結果だった。この小学校で

は、同学年の男児の身長の

伸び方にも変化があり、震

災前は県平均を３％上回っ

ていたが、震災後は 1
2％下

回っていた。

　一方で、震災後に体重の

異常増加により、肥満傾向

が悪化している児童も多く

見られた。これには運動不

足などの環境変化が関わっ

ていると考えられるとい

う。佐藤氏によれば、 1年以

内にキャッチアップできた

阪神淡路大震災よりも被災

規模が大きく、今後、教育機

関とも連携しながら状態把

握が必要とのことだ。

　南三陸町では、公立志津

川病院歯科口腔外科部長・

斎藤政二氏を訪ねた。斎藤

氏は４階まで津波にさらさ

れた志津川病院で被災し、

九死に一生を得て救助され

るところから一歩ずつ復興

に向けて進む歩みを「日本

歯科新聞」に「復興日記」と

して約１年間にわたって連

載した。その後の状況を、今

一度教えていただければ考

える材料が得られると考え

た。

　今年４月にオープンした

「公立南三陸診療所」は、赤

十字の支援により総事業費

約６億円をかけインフラが

整備された。プレハブ診療

所の２階に歯科口腔外科は

あり、斎藤氏は真新しい診

療設備と、被災直後に支援

者から贈られた器具・器材

に囲まれて診療していた。

歯科の治療に関しては通常

の診療にほぼ復していると

いえるだろう。

　しかし、「ご覧のように、

ここには入院設備はありま

せん。病棟はここから約 3
5

㌔離れた登米市の病院の一

部を借り受けて使っていま

す。ですが５年間の期限付

きです」とのこと。地域の基

幹病院にベッドがないとい

うことは、住民にとっては

かなりの不安・不便を強い

られていることになる。ま

た５年後までに新病院を建

設、稼働させる必要がある

ということだが、その青写

真は固まっていないとい

う。

　「子供たちが安心して遊

べる場所がないんだよ。公

園だったところは仮設住宅

や各種の施設で埋まってい

て使えない。成長期の子供

が、思い切り身体を動かす

ところがない」。歯学部在学

中はサッカー部で活躍した

斎藤氏は忸怩たる思いを隠

せない。

　被災したエリアが徐々に

整備され、計画が固まりつ

つある高台移転が進めば町

は復興し始めるだろう。し

かしそれがどれだけスピー

ディーに進捗するかがやは

り問題であろうし、「何より

も、子供の成長はやり直し

はきかない」と斎藤氏は危

惧する。

　別れ際の「ともかく、一人

でも多くの方に現状を見て

いただきたい」という氏の

言葉が心に重く響いた。
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被災地の厳しい現実
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